
阿用地区は島根県東部の内陸部に位置し、地区の中心を流れる阿用川に沿って田畑が広がる静かな里山です。「阿用」

という地名は『出雲国風土記』にもある、ひとつ目鬼伝説に由来しています。

自然が豊かで、近隣にはスーパーや病院などもある生活のしやすさから、近年は移住を希望する人も増えています。しか

し、地区の高齢化は年々進んでおり、阿用地区振興協議会を中心に、高齢者の見守りや生活支援、健康維持に取り組む

とともに、子どもたちとの三世代交流や、地元の名峰である清久山（せいきゅうざん）の登山道維持活動などを積極的に

行っています。

阿用川沿いに広がる
里山での高齢者支援

小さな拠点づくりとは？
住み慣れた地域で安心して暮らし続けるためには、様々な課題の解決が必要です。
そのために知恵を出し合い、計画をつくって出来ることから
少しずつ取り組んでいくことが「小さな拠点づくり」です。
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阿用地区は、雲南市の中でも早くか
ら高齢者福祉に取り組むとともに、
子どもたちの農業体験や宿泊体験と
いった教育支援も活発に行ってきま
した。こうした交流を通じて、地域全
体で子どもたちの見守りができるよ
うな環境づくりを目指しています。ま
た、高齢者自身も健康で自立した生
活を維持できるよう、体操などの事
業を今後も継続していきたいです。

2004年の“平成の大合併”による雲
南市の誕生をきっかけに、自主組織
としての阿用地区振興協議会とな
り、2006年、地区の活性化を目指し
た「阿用地区振興計画」を策定しま
した。現在は「阿用の美しい景観を守
り地区民のつながりを大切に健康で
心豊かな阿用を創造しよう」をス
ローガンとし、「地域づくり・地域福
祉・生涯学習」を三本柱に、阿用交流
センターを拠点に活動しています。

地区の高齢化が進む中で、特に力を
入れている活動が高齢者の見守りで
す。自治会の福祉委員を中心に、夜
間に家の灯りがついているかの確認
や、自治会内での情報交換など、無
理のない範囲で活動しています。ま
た、見守り活動を行う中で、「阿用い
きいき応援隊」が誕生。草刈りや庭
の剪定など、困りごとの支援にも取
り組んでいます。
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地域の高齢者の健康維持や介護予
防を目的に、2012年から体操事業
をスタート。2018年からは雲南市が
推奨する「うんなん幸雲体操」を取り
入れ、交流センターや4つの自治会
にて週に1回活動しています。年間延
べ2500人が参加し、健康教室や体
力測定会も開催。健康づくりはもち
ろん、交流の場としても喜ばれていま
す。
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した。こうした交流を通じて、地域全
体で子どもたちの見守りができるよ
うな環境づくりを目指しています。ま
た、高齢者自身も健康で自立した生
活を維持できるよう、体操などの事
業を今後も継続していきたいです。

2004年の“平成の大合併”による雲
南市の誕生をきっかけに、自主組織
としての阿用地区振興協議会とな
り、2006年、地区の活性化を目指し
た「阿用地区振興計画」を策定しま
した。現在は「阿用の美しい景観を守
り地区民のつながりを大切に健康で
心豊かな阿用を創造しよう」をス
ローガンとし、「地域づくり・地域福
祉・生涯学習」を三本柱に、阿用交流
センターを拠点に活動しています。

週に1回の体操は体力づくり
だけでなく、気心の知れた仲
間と会える楽しみのひとつ。
一人では運動を継続するの
は難しいですが、みんなと一
緒なので続けられています。

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
と

交
流
の
場
を
創
出
す
る

「
健
康
長
寿
の
郷
づ
く
り
」

阿用地区
（阿用地区振興協議会）

雲南市


